
　短命県脱却には、食育と運動が重
要です。子どもたちは、やがて大人
になり、父・母になり、食事も作ら
なければなりません。家庭科では自
分で調理できるよう、しっかり身に
つけてほしいです。それが自らの健
康管理につながります。また、食品
を買うときは裏の成分表示を良く見
ることが大切です。野菜不足だから、
野菜ジュースで野菜をとるという人
がいますが、あくまでも補う程度に
しかなりません。野菜摂取の正しい
知識を身につけてほしいです。

 十和田・六戸学校給食センター
東中学校 栄養教諭　大川 春枝 さん

すいとん汁、すき昆布用ニ
ンジン6,000食分の皮むき

　給食１食あたりの塩分は小学生2.5
㌘、中学生３㌘までとしています。
汁は具だくさんにして、野菜の摂取
量、栄養価も考えて作っています。
最近は、朝ごはんを食べない子は少
なくなっていますし、給食のラーメ
ンもスープを残すようになりました。
食育の効果で、子どもたちが「自分
は今後どうしていかなければならな
いか」を考えてきています。短命県
脱却には、規則正しい生活と食生活
が大切。そして野菜を多くとること
が重要です。

（※こびり…10時ころのおやつ。ちゅうはん…昼ごはん）

　小・中学生と保護者に配布される「学校給食の献立表」には、学校
給食センター自作の食に関する４コマ漫画を掲載しています。

すき昆布の煮物は薄味。
かき交ぜながら弱火で
煮こむ

すき昆布の煮物に使う
さつま揚げを裁断

すいとん汁のささがきゴボウを
念入りに洗浄、消毒

この日の薄味の調整は、
堤主任栄養士（右）が行
い、調理員に指示する

できあがったすいとん
汁は各学校のクラスご
とに食缶に詰める

サンマ蜂みつレモン煮もサンマ蜂みつレモン煮も
各学校のクラスごとに
バットに詰める

「児童・生徒に、安全・安心な給食を愛情をこめて作っています」
　　　　　　　（十和田・六戸学校給食センター職員の皆さん）

給食の汁はいつも具だくさん。具をたくさん入れることで、たくさんの野菜を食べること
ができる。具だくさんの汁は減塩しても野菜のうまみが出て、おいしくできあがる
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 十和田・六戸学校給食センター
東中学校 学校栄養職員　新山 和美 さん

 十和田・六戸学校給食センター
東中学校 主任栄養士　堤  繭子 さん

短命県脱却 
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　給食の減塩のために、だし活を献
立に活用しています。また学校訪問
を行い、食育の授業をしています。
私たちの取り組みが、子どもたちの
将来につながれば良いと思っていま
す。とにかく、色々な料理に挑戦し
て、好き嫌いなく食べられるように
なってもらいたいです。規則正しい
生活も大事です。10～20年後、子
どもたちが大人になったときを考え
て、今、してあげれることを常に考
えています。
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学校で食べる本日の給食。学校で食べる本日の給食。
すいとん汁とサンマ蜂みつすいとん汁とサンマ蜂みつ
レモン煮、すき昆布の煮つレモン煮、すき昆布の煮つ
け。栄養バランスが良いけ。栄養バランスが良い
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「大人の責任で子どもに良い食習慣を」

短
命
県
脱
却
給
食
」


